　　　　　鑑真和上記念逆渡航日中青年交流事業総括
　　本事業実行委員長/早稲田大学客員教授/早大中国塾代表　木下俊彦

１．本事業実施概要
われわれの友人である福岡市民・青木麗子氏から、鑑真和上を記念して、その渡日拠点から日本への道程を逆渡航し、船中で学生に日中交流史などの研修をしながら、日中関係のありかたを考えてもらう旅をしてはどうかという呼びかけが早大中国塾でなされたのは07年10月であった。青木さんの手記を読んでいた亜細亜大学・範雲涛教授からはその計画と日中青年交流を結びつけてはどうかという提案がなされた。本事業はまさにその合作というべきものといってよいだろう。この提案が的外れのものだったら、その後完璧な準備をしたとしても、所期の効果はあげられなかったであろう。まさに、時宜を得た素晴らしい提案だった。
では、21世紀の今、なぜ、1250余年前に渡日した鑑真に改めて光をあてようというアイディアがでてきたのだろうか。その理由については、後に詳述する。とまれ、その合作プランに多くの方から賛同の声があがった。こうして、本事業は立ち上がっていったのだが、実施までの道のりは、決して平坦なものではなかった。　　

08年2-3月頃から訪中までの半年、とくに実行委員は、総合企画、組織作り、募金活動、後援要請、学生募集と作文審査、予算案づくり、中国受け入れ機関（単位）などとの協議に忙殺された。まず、在中顧問や特別協力者を決め、規定づくりなどを終えた。そのころ、日中関係を緊張させる事件（「餃子事件」や「チベット問題」に端を発するオリンピック聖火事件など）が起こり、事業発足のタイミングが良くないのではとの意見が出た。まあ準備を進めましょう、止めるのはいつでもできるのだからと、スパートをかけ始めた矢先の5月12日、思いもかけぬ大事件が中国で発生した。四川省大地震である。われわれは凍りついた。われわれ自身も、地震見舞金の募金に走ったり、協力したりした。死亡者、行方不明者など災害を受けた人数は日々増加していった。日本からも救援隊が現地に向かった。こういう時期に、不急ともいえる訪中を敢行すべきか、中止すべきかわれわれは迷った。中国側の友人たちが「それとこれとは違う、皆さんの来訪を待っている」というメッセージをくれた。それがなければ、本事業は無期延期となっていたかもしれない。そのメッセージで、踏ん切りがついた。しかし、時節柄、企業の懐のひもは固く、募金は思ったように進まず、暗然たる気持ちになったこともあった。全国ベースの学生募集も困難を極めた。だが、捨てる神あれば救う神ありで、われわれの話を聞いた多くのメディアが事業内容の報道や学生募集に協力してくれ、また、知人たちが口コミで心当たりの人たちにあたってくれた。そして、関東圏だけでなく、九州、関西、北陸などの学生からの応募も寄せられるようになった。

本事業の最高顧問に就任してくださった京セラ・稲盛和夫名誉会長からは、「何をおいても志の高い学生を集めるように」との示唆があった。また、仲間たちから、訪中・交流にふさわしい素晴らしいアイディア（折り紙、数独[すうどく]、山登り競争、共同ハイキングなど）を次々と出できた。こうした多くの方の心のこもった支援と実行委員・顧問の強いチームワーク、さらに幸運が加わって、次々と降りかかってきた難問も一つずつ解決していったのである。困難を極めた募金も、最終的には目標額を達成することができた。
08年8月末、われわれは、選抜した学生30名を奈良のユースホステルに招集し、事前研修会を開いた。実行委員、学生とボランティアの数人が初めて一堂に会した。学生に各自の分担範囲を決めてもらい、夜は、中国の歌の稽古や簡単な中国語の勉強をした。翌朝、唐招提寺を訪問した。同寺の石田執事は鑑真精神や仏教の戒律などについて懇切に教えてくれた。わずか30時間くらいの学生との接触だったが、この時間は、芳醇な酒をつくる仕込みに必要な時間だった。皆、気持ちのいい青年だ、これならいける、という実感が湧いてきた。こういう形で事前の準備会合をしてから、海外に出かける交流団はそう多くないだろう。　
約10日後の9月8日、学生30人を含む総勢３８人は、大阪港で大型フェリー「新鑑真号」の船客になった。先刻取材を終えたたばかりのＮＨＫが正午のニュースで放送。船内のＴＶに映る姿を見て、皆、興奮した。こうして、９日間の上海、江蘇省（揚州・南京、浙江省（杭州・寧波）への旅の一歩が始まった。船中での研修やお土産作りの共同作業も意義深いものであった。上海到着後どういう歴史探訪や青年交流が行われたかの詳細は、日々の活動記録や学生の感想文で確認いただきたい。その日々の出来事が、走馬灯のように、今、私の脳裏に蘇る。文字通り感激の毎日であった。

２．総合評価

帰国後半年を経て、本事業の意義、実施方法、交流効果について改めて思いめぐらした結論を先にいうと、総合的に見て大成功だった。そして、それは、多くの含意を持ち、今後の類似計画を実施する際に、大きな教訓を残したのではないかと思料する。そう判断する理由を述べたい。

第1に、本事業に参加した30人の学生（6人の中国人留学生を含む）全員が、この企画に参加し得難い体験、とくに、鑑真ゆかりの地を訪れ、中国（人）との貴重なふれあいの機会を持つことができ、本当によかったとの感想文を提出してくれた。学生たちは鑑真ゆかりの大明寺、阿育王寺、それに天童寺、孫文陵など日本との関係の深い歴史を探訪した。上海のような大都市、長距離の橋、寧波などの村落を見た。また、学生は、４大学の温かい歓迎ぶりを体感し、中国の教育戦略、大学生の強烈な問題意識や優れた討論能力、人生目標についての強い上方志向、高い語学能力などに大きな衝撃を受けたようである。日本のメディアなどによってつくられたと思われる訪中前の中国（人）のイメージと、実際は全くちがっていた、と彼らは感想文に書いている。また、参加した6人の在日中国人留学生も同行した日本人学生の通訳や町案内を通じて、中国人と異なる日本人の発想などから学ぶことが多かったと述べている。彼らが海外からの訪問客として、両国の民間大使のような気持ちをもって、自国や自国民を観察したとき、深い感慨を持ったであろうことは想像に難くない。
第2に、本団を受け入れてくれた中国側関係者とくに大明寺などの寺院や揚州・南京・浙江・復旦大学が訪問・交流・意見交換が順調に行くよう最大限の協力をしてくれたことである。それは、志をもった学生を集め、民・民交流事業のために訪中するというわれわれの志が、中国のカウンターパートに的確に伝わったためだと確信する。長年コンタクトを続けている老朋友も、初めての方々もまことに暖かく応対してくれた。
第3に、日中のメディア多数がきわめて好意的な報道をしてくれたことである。われわれは、特別なメディア工作をせず、淡々とわれわれの意図と事業内容を述べただけだったが、多数の日中のメディアも本事業の趣旨・意義を十分理解してくれたと思う。

第4に、この事業は帰国で終るといったものではなく、将来の日中間の民・民交流強化のための種蒔きをしたのだと思っている。学生は帰国後、訪中のフォローアップを行ない、各自の大学の行事などの機会に訪中の体験報告をしたり、ブログを立ち上げ相互にコンタクトを続けている。日中の学生間でもメール交換も行われているようだ。この訪中を契機として、中国（人）への関心を深め、中国留学を決意した日本人学生もすでに数人現れた（すでに1名は復旦大学に入学済み）。また、帰国後、自分の周辺の留学生支援活動を行うといった活動や、中国語の勉強を始めた学生も少なくない。なお、08年末に設置された福岡県留学生サポートセンター（センター長：青木麗子氏）の中に新設された日本文化塾にも今回事業の実績や教訓は織り込まれていくこととなろう。

２．なぜ、今、鑑真なのか？ 
本事業の起点は、二十数年にわたり日中友好に尽力してきた青木氏が、07年7月に書いた「鑑真和上を偲び、日中両国の未来に思いを馳せて」という手記にある。青木氏は、福岡市博物館で開催された「国宝—鑑真和上展」で鑑真和上座像に初めて接したという。手記には、こう書かれている。「穏やかな鑑真和上の尊顔には強く心を打たれ、仏教東漸の使命の下、不惜身命で経てこられた苦難の行程を思うと熱い物が込上げて来て、暫しその場から離れることができませんでした。（中略）鑑真は太宰府の戒壇院にて戒律を授戒され、唐招提寺に入られた後には、造寺造仏、戒律の授戒に余生を尽くされ、日本で命の最後を燃え尽くされたのです。（中略）今の日中両国間のギクシャクが天国に居られる鑑真和上から見れば、人間はどうしようもなく小さくなってしまったのだと嘆いておられるに違い有りません。今の世情を作り出したのは、我々現代人がすべてを利益最優先だと考え、拝金主義、金銭至上になり、利己的で「徳」をなくしているからではないかと、そう思わずにはいられませんでした。日中両国民がお互い「徳」を積み、もっと利他的な考えをもつ事ができるようになった暁に始めて、諍いのない日中関係が実現されるのかも知れません。自己中心的、利益追求最優先という考えを変えない限り、人びとに安息な日々はやってくることはないと思うのです」と。
既述のとおり、この手記を読んだ範雲涛教授は、この気持ちを日中青年交流事業につなげてはどうかと提案、谷野元駐中国日本大使など多くの人がこれに賛同、本事業が立ち上がることになったのである。

私も、賛同者の一人だが、鑑真は日本人、中国人双方が熟知、敬愛している人物だという点に着目した。日本では、朝廷の命を受けて鑑真に渡日要請のために唐に渡る栄叡、普照の僧の物語を書いた井上靖の小説『天平の甍』がよく読まれ、また、唐招提寺に修学旅行で行ったりもするので、鑑真を知らない人はいない。また、中国でも、人民教育出版社発行の全日制普通高級中学教科書『中国の歴史』の第4章「封建社会の繁栄」の中に「日本との友好関係」という見出しの後に鑑真について記述があり、不撓不屈の精神で6回目にやっと渡日に成功し、日本の仏教に重要な役割を果たし、数多くの薬物鑑別法を日本に招来したなどと書かれているように、鑑真の名は人口に膾炙している。
ちなみに、中国での仏教の位置づけは、日本のそれとは若干異なる。同教科書の「仏教の伝播と反仏」という項を見ると、「仏教の盛行は一方で社会に重大な危害をもたらした。（中略）。范縝の『神滅論』の反仏思想は、わが国古来の素朴な唯物主義を進歩させた」とある。この点は、ほとんどの日本人に知られていない。また、中国の歴史では国学とされる儒教、道教と輸入仏教は、皇帝の寵を争い、時に激しく対立した（例えば、「三武一宗の法難」といわれるような激しい廃仏毀釈運動も発生した）。鑑真がなぜ国法を犯して渡日せざるを得なかったかといえば、当初、日本の遣唐大使・藤原清河が玄宗皇帝に、仏教の戒律を持ち込むために中国高僧の日本派遣の公式許可を得ようとしたが、皇帝が、（道教の）道士の同行をも求めたため、許可取得を断念したためである（史実）。日本が道教の布教を認めず、仏教を国教として尊崇している点などを鑑真は評価して渡日の大リスクをとったという見方が有力である（例えば、日中古代交流史の権威、浙江工商大学日本研究所の王勇所長は、「藤原清河（大使）が鑑真に『日本の天皇は道士の法（道教）を崇めない』と報告した」といって、渡日要請をしたという説を発表している）。
鑑真は、日本に仏教の戒律や天台宗の書物それに３０００粒の仏舎利など、現代流にいえば貴重なソフトウエアなどを伝え、彼の望む形で作られた唐招提寺は律宗布教の拠点となった。しかし、インドから渡来した中国仏教がインド仏教と大きく異なる形で「現地化」したように、日本においても、中国・朝鮮半島から伝来した仏教は「現地化」し、強く根を張った。鑑真の伝えた戒律は日本には根づかなかった（例えば、日本では、戒律の厳密な解釈からは許されない僧侶の妻帯肉食が一般化した。私は日本でそういう形の「現地化」がなされたことは不自然ではないと思っている）。とはいえ、日本人の鑑真への尊崇の念が低かったわけではない。日本朝廷の招請に応じて、国禁を破り、身命を捨てる覚悟で渡日し、多くの知見を伝えてくれた鑑真に対し、日本人は心底からの尊崇の念を忘れることはなかった。江戸時代の偉大な俳人・松尾芭蕉が、わざわざ唐招提寺を訪れ、鑑真坐像を見て、「若葉して、御目の雫（しずく）ぬぐはばや」という句を詠んだが、この句は、望郷の思いで涙があふれているように見える鑑真への謝意をわれわれはひと時も忘れませんよ、という日本人すべての気持ちを代表したものとされている。
1978年、「４つの現代化」を進める方途を探るために訪日した中国の最高指導者・鄧小平氏は唐招提寺を訪問、こう語った（「一件具勇深遠意義的盛事」）。「そこの鑑真像を見て深く打たれた。日本人がこの像を1200余年にわたり、真心込めて保存、現在に至っている、値得我們敬偑和感謝」。日中双方の思いがつながった瞬間であった。両国にとって、最も大事なことは、（今や）仏教それ自体やその戒律ではなく、裏付けのある相互尊敬を相互信頼の気持ちだと思う。
３．実地の日中青年交流に思う
本事業最大のポイントは日中青年交流にあった。ゆえに、それがどう行われ、われわれはそこから何を学んだかを記しておきたい。

訪問4大学のうち、南京大学、浙江大学、復旦大学では意見交換会が行われた。双方が意見交換で得たものは多かったと思う。しかし、日本から参加した学生の大半が認めたように、中国の学生は総じて語学（特に英語。日本語学習中の学生の場合は日本語）能力が高く、また、自身の意見を明確に述べ、矢継ぎ早に質問する傾向が強かった。それに対し、日本から参加した学生の中には中国語能力が比較的高い学生もいたが、英語能力はそう高くなく、同行した在日留学生の通訳に依存するケースが多かった。また、中国側から次々と出される質問に対し、日本人学生はそれなりに回答したが、自身の意見なのか、日本で見聞される一般傾向を伝えているのか明白でない場合が少なくなかったように思う。こういう表現のし方は、学生だからということでなく、日本人一般に見られる傾向である。すなわち、高らかに自身の意見を多数の人間に主張し、議論で相手を打ち負かす、あるいは、他人と自身の意見の差（白黒）を際立たせるという傾向が強いのが中国流（や米国流）とすれば、相手の意見で自分と同じ考えの部分に合づちを打ちつつ、自身の意見を付加しながら相互理解を進めるのが自然という日本人古来の対応（「和を以って尊しとなし、さこ（逆）うこと無きを旨となせ」）に沿ったものともいえる。そういう日本流を卑下する必要はないし、外国に行くからといって急に日ごろの対応を直せるものでもない。しかし、異文化交流時には、論理対立をできるだけ避け、協調できる部分をなるべく探そうとしすぎると、返って相互理解が進まないケースも多い。若いときに中国流・欧米流の議論の仕方も学んだ方がよいであろう。そういう意味で、今回のような交流体験の機会をもって、相手方の発想や表現方法に慣れることは意義が多いと思う。日本人の語学能力の低さは、抑揚が少なく、子音だけの発音のない日本語の特性も影響していると思うが、同じ言語体系の韓国などでの近年の英語能力の上昇ぶりから見て、語学教育の強化で相当是正できるのではないかと思料する。
そういう「問題」もあったが、意見交換は大いに意味があったと思う。とくに、復旦大学での４つの分科会でなされた議論では、中国人学生と日本からの参加学生でかなり際立った意見の差異が見られ興味深かったので、そのうち3つの文科会の議論を紹介しておこう。　
分科会：「現代女性の生き方」の議論においては、中国の女子大学生は概ね、（１）上方（「エリート」）志向傾向が強く、多数が大学院に行くつもりで、（２）できれば希望条件で就職し、（定年まで）勤務するつもりで、（３）高学歴化や相手への希望条件から結婚できないリスクが少なくないと考え、（４）家事、育児の多くをメイド（あやさん）、あるいは、両親に任せ、自分はできるだけ勤務に没頭したいと考えていた。つまり、女性も高い社会的地位を得るのが「常識」と考えており、「専業主婦」という生き方に疑念を持っているようであった。これに対し、日本の学生（男女とも）は、（１）キャリアメークには、大学院を含めいろんな選択があるのが自然で大学院まで行く必要は必ずしも感じない、行きたい人がいけばいい、（２）結婚するかどうかは個人の自由だが、自分は早くいい相手を探したい、（３）家事・育児もそれなりに大事なことで、人任せがいいとは思わない、（仕事を一時やめて）子供が大きくなるまで、「専業主婦」になるというのは1つの良い選択で、「専業主婦」に偏見を持つべきでない、という意見が強かった。双方の意見の差は、両国の社会構造や意識の差も影響しているのだろうが、大学時代にすでに、日本人が安定・現状維持傾向が強いのに対して、中国人は上方志向・挑戦的傾向が強いことがうかがえた。
　また、分科会：「スローライフ」の議題に対して、日本人学生は、もう経済発展はほどほどでいい、地球環境を重視し、住みやすく、安全な社会づくりを望んでいたのに対し、中国人学生は、まだまだ高い経済発展が必要で、ゆったりしてられない（中国は日本のように成熟段階になっていない）という意見が多かった。私は、経済成長と地球環境の両立を狙うべきという学生が中国に多くいるのではと思っていたが、必ずしもそうでなかった。
　分科会：「若者の自殺」については、両国とも「自殺大国」（年間で、中国は約25万人、日本は約3万人）だが、日本では、いじめなど他人との人間関係の中での自殺が多い。これに対し、中国では、受検での失敗や学内競争などに敗れて自殺というよう競争社会特有の自殺が多い。中国の学生からすると、なぜ、日本ではそういう孤立した学生を社会や仲間の学生が助けないのかという疑問が強かった。一方、中国の場合は、人間の数は多く、機会やポストは限られているから、激しい競争は不可避で、敗者が自殺するのは気の毒で、大学などがカウンセリングを増やすべきだが、だからといって、競争を減らす方策は考えにくいという認識のように思われる。いずれも厳しい現実で、深く考えさせられる問題である。
話は飛ぶが、中国人学生は日本のアニメ、マンガ、小説、日本の若者の生活ぶりなどについて結構よく知っていた。他方、日本人学生は中国の学生の猛勉ぶりは知っていたようだが、その行動様式や趣味などについてあまり知らなかったようだ。在日留学生から、常日頃そういうことを聞き出す努力が欠けているのかもしれないし、日本人学生が関心を持つようなものが現在の中国には多くないということかも知れない。　
リクリエーション（余興）を通じた学生交流は、どの大学でも非常にうまく行ったと思う。日中で有名な良い歌を一緒に歌うことがすぐ仲良くなる一番の道のように思われた（今回は、一行の中にトランペットのうまい学生がおり、その伴奏が全体の雰囲気を大いに盛り上げたと思う）。また、船中で準備し、稽古をやって実演した鑑真渡日の寸劇は、中国学生に非常に受けた。それ以外に、当初、いろいろな企画が出されたが、時間の制約で、実現できなかった。また、リクリエーションではないが、中国人ボランティアの方々が、日本学生らを10以上のグループに分けて上海の町を案内してくれたが、その好意と着眼点に参加学生から非常に高い評価が与えられた。
４．われわれは、今後、何をすべきか
大上段に振りかぶるようだが、ここで、過去の日中関係を回顧し、今後の日中関係を考えてみたい。
20世紀前半までの約半世紀に日本が中国国民に多大な犠牲を強いた不幸な時代があったことは、われわれの記憶に新しい。しかし、本事業で再度確認したように、日本は、古来、遣隋使、遣唐使の派遣、相互交易などによって中国から多くを学んだ。20世紀のはじめになると、今度は、中国から魯迅、周恩来を含む数万人規模の中国の知識人（留学生）が渡日、日本各地で学び、日中戦争後の中華人民共和国成立を経て、国交回復後は貿易、投資、ＯＤＡなど様々な形で交流を行ってきた。すなわち、両国は、史上、他に例を見ないような濃密な相互学習と助け合いの長い歴史を共有している。
では、今、われわれ日中両国民は、天下に、欧米人などの何十倍も相手国のことを熟知している、なんでも聞いて見てくれと胸を張れるだろうか。ひょっとしたら、世界の多数の人から、日中両国人（の多く）はいつになっても、不倶戴天の敵のようにののしり合ってるねと陰で嘲笑されているのではないだろうか。両国民は、そんな嘲笑は事実誤認だと大声で反論できるだろうか。できないとしたら、改善に向けて一段の努力が必要である。
われわれが今なお鑑真を想起すべきなのは、日中間の複雑な感情を越えて、永遠の共生を実現するのは決して容易ではなかろうという認識に基づいている。われわれは、その解決に努めようという若者を探し出し、相手国に同じ志を持つカウンターパートを見出す一歩を踏み出した。現在、世界金融危機、地球環境、北朝鮮問題への対応、津波・地震などの災害対策など相互協力しうることがらも多い。そういう共通利益から協力を開始することは現実的である。
とはいえ、かたや、中国は、長期の反植民地状態を脱し、日本の10倍の人口、26倍の国土を持つ世界第3位の経済大国、世界の政治大国であり、かたや、日本は、アジアで最も早く近代化を果たし、今なお、世界第2の経済・技術大国である。両者の政治体制・発展段階は異なり、歴史認識は必ずしも一致しておらず、時として、ナショナリズムが噴出する。その２大国が幅の狭い海を挟んで、相対峙しているのである。
二度の大戦後のフランスとドイツの歴史的和解がよく引き合いに出されるが、かつて、ローマ帝国や神聖ローマ帝国の1地域であった両国の国民多数は、キリスト教文明を共有してきたし、国土面積も人口もそう変わらない。日中関係とは相当ちがう。日中は、政府間で「戦略的互恵関係」を確認すれば、あとは時間さえ待てば事態は改善していくという風にに単純に結論はできないのである。政府間協定はあくまで形であり、そこに魂を入れられるかどうかがポイントである。ひょっとしたら、どうあがいても、ある期間は、両国の摩擦の高まりは避けられないかもしれない。したがって、両国指導者や知識人の最大の課題は、その摩擦が暴発しないようにうまく管理することといえよう。そのためには、両国に、鑑真のような不撓不屈の精神（志）を持ち、その摩擦暴発の管理を志す人間を増やしていく必要があると思う。
その目的のために大事だと思うことを数点あげておく。第1に、政府対政府間の協力だけでなく、地域対地域協力、民対民の交流・協力の拡大の重要性である。第2に、青年交流の重要性だ。われわれは、過去の歴史を作りかえることはできないが、これからの歴史は現在の若者を中心に共同の努力でベターなものにしていける余地が大いにあるということだ。第3に、相互学習の重要性をあげたい。双方がそういう気持ちで相手に接すれば、現在を長いスパンの中の一瞬というふうにとらえることができよう。「現在」対「現在」だけでは、面子の問題も絡んで、絡まった糸がほどけないことも多いが、長いスパンでお互いを認識し合えば、より建設的な結果が出てくると思料する。最後に、メディアの役割も上げておこう。日中では、メディアの役割の認識が異なることが多く、メディアの認識ギャップの克服がいわれる。私は、日本人として、まことに情けない、恥ずかしいと思うメディアが多いとは思う。しかし、政府が何らかの形で言論を縛ろうという意見には与することはできない。私が望むことは、読者が賢くなって、よいメディアを選択していくようになってほしいと思う。そのためには、両国の若者が相手の国を訪れ、自らの耳目で相手国の実情を把握してもらうことが必要だ。また、両国もメディアも相手国のメディアと徹底的に相互学習をしてほしいと思う。すでに、その努力は始まったと聞く。反省の弁を書いた書籍も現れ始めた。先は長いと思うが、希望は持てると思っている。
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